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１．はじめに
　シリア・アラブ共和国は、地中海の東岸に位置し、北はトルコ、西はレバノン、南はヨルダン、
東はイラクに接している（図１）。シリア西部には地中海岸に沿って高い山脈（レバノン山脈、
アンチ・レバノン山脈）が南北に走っており、その東側はシリア砂漠が広がる乾燥地帯である。
ユーフラテス川が国土の北部を北西から南東へと横切っており、途中２本の大きな支流（バリー
フ川、ハブール川）が北から合流する。気候は地中海性で、夏は高温乾燥、冬にまとまった雨が
降る。概して東・南に行くほど乾燥する傾向があり、地中海沿岸は緑豊かで年間降水量700ミリ
を超えるが、山脈を越えると急激に降水量は減少し、内陸部では200ミリに満たない地域もある。
このような多様な自然環境が近接して存在しているというのが、シリアの地形の特徴と言えるだ
ろう。
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図１　シリア全域地図
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　紀元前３千年紀は、シリアではほぼ前期青銅器時代（Early Bronze Age, EB 期）に相当する。
この約1000年に及ぶ EB 期の開始と末において、シリアでは集落数が著しい増減を示す。EB 期
に先立つ銅石器時代の遺跡は非常に少ないが、EB 期になると定住集落の数が激増する。にもか
かわらず EB 期の末になると、それらの集落が次々と廃絶・縮小し、小型のキャンプ・サイトへ
移行するという現象が見られる（Schwartz 2007）。このドラスティックなセトルメントパターン
の変化を、ハービー・ワイスなどは「崩壊」と呼称し（Weiss et al. 1993: 995）、その背景につい
ては、地球規模の気候変動説（Weiss et al. 1993）を始めとして、さまざまな説が唱えられてい
るが、未だ解決には至っていない。ただ、多くの研究者が同意しているのは、この３千年紀末の
衰退の程度には地域差があるということである。また大規模な都市遺跡は、中期青銅器時代
（Middle Bronze Age, MB 期）になっても存続するものが多い。
　本稿は、この「崩壊」の原因や背景について論じようというわけではない。目的とするのは、
この紀元前３千年紀におけるセトルメントパターンの裏で、人々の生業がどんな変遷をたどった
のかについて、テル・ガーネム・アル・アリ遺跡（Tell Ghanem al-‘Ali）を取り上げ、植物遺存
体の分析をもとに論じることである。この遺跡は一時的断絶／縮小を経つつも、前３千年紀全体
を通して居住されていたことが分かっており、他の多くの遺跡と同様、前３千年紀の終わり
（EBIVa 期）に廃絶されている。テル・ガーネム・アル・アリを中心に、ユーフラテス中流域に
おける生業の変遷と、３千年紀末の「崩壊」との関係について考察を試みたい。
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図２　テル・ガーネム・アル・アリ遺跡と、文中で言及する遺跡
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　次章ではテル・ガーネム・アル・アリの概要を述べ、第３章ではテル・ガーネム・アル・アリ
周辺のセトルメントパターンについて、第４章では植物遺存体の分析方法、第５章で当時の農耕、
第６章で植物からみた牧畜について考察する。最後に第７章では、テル・ガーネム・アル・アリ
の人々がステップ地帯を集約的に利用しており、生業は農耕、あるいは牧畜のどちらか一方に
偏ったものではなく、気候不順やそれに伴う収量減などによって、フレキシブルに重点をシフト
させていたと結論付けた。
２．テル・ガーネム・アル・アリ遺跡
　テル・ガーネム・アル・アリは、ユーフラテス川とバリーフ川の合流点（現在のラッカ市）か
ら東に約50キロ、ユーフラテス南岸の低位段丘上に立地する集落遺跡である（図２）。2007年か
ら日本とシリアの合同で調査が開始され、2010年までに第１～第８発掘区において発掘が行われ
た（Hasegawa 2010）。遺跡はテル型と呼ばれる丘状を呈し、現存する部分の径は東西290m、南
北250m、周辺との比高差10m であるが、古い測量図や遺構の配置などを考慮すると本来は12ヘ
クタールほどのサイズであったと推測され、ユーフラテス中流域に分布する10-15ヘクタールの
中規模集落の一つと考えられる。
　テルの上には近隣の村の墓地が形成されているため、発掘区は墓地を避けて設定された。第１
～８までの発掘区のうち、本稿で扱う資料は第１、第２発掘区である（図３）。その中で第２発
掘区（ステップトレンチ）では、地山の上に全部で８枚の建築層が確認され、土器編年と放射性
図３　テル・ガーネム・アル・アリ遺跡
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炭素年代測定の結果から長谷川敦章は３つのフェイズに分けている（Hasegawa 2010; Hasegawa 
2011）。一番古いフェイズ１は前3000年前後で、（少なくとも第２発掘区では）その後の断絶をは
さんで EBIII 期頃に居住が再開する（フェイズ２）。続くフェイズ３は EBIVa 期に相当し、居住
域がフェイズ２に比べて狭くなっている。フェイズ３以降、この遺跡は定住集落としては利用さ
れることはなかった。
　ユーフラテス中流にできた人造のアサド湖（Lake Assad）より上流では、ダム建設に伴う緊
急発掘により、調査例も多く植物遺存体のデータの蓄積も比較的豊富である。しかしアサド湖よ
り下流の地域はほとんど発掘調査がされておらず、現時点で植物遺存体のデータを持っているの
は当該遺跡のみである。
３．集落とその周辺
　テル・ガーネム・アル・アリは、現在のユーフラテス川の流路から約2.5キロ南の河川低地上
にある。耕作により本来の植生はほとんど残っておらず、遺跡の周りではコムギや綿花、トウモ
ロコシなどが灌漑によって栽培されている。遺跡の後背地は比高差50m 以上の断崖になっており、
その上にはビシュリ山地に連なる台地が広がる。台地上はワディ沿いや湧水地を除いて植生は希
薄で、Anabasis sp.、Noaea sp.（アカザ科）、Astragalus spinosa（マメ科）などの灌木、Peganum 
harmala（ハマビシ科）などの草本が点在している。　
図４　テル・ガーネム・アル・アリとその周辺の集落遺跡と墓地遺跡（Nishiaki 2010 より作成）
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　ドイツ隊や東京大学による踏査によると、EB 期のラッカ以東の河川低地上には、テル・ガー
ネム・アル・アリと同サイズの EB 期の中規模集落が一定の間隔で分布していると見られ（図
４）、テル・ガーネム・アル・アリもその一つと考えられる（Nishiaki 2010）。この地域で最も大
きい都市遺跡はラッカ郊外にあるテル・ビア（Tell Bi’a）で、古代名をトゥトゥル（Tuttul）と
いい、宮殿址や支配者の墓地などが見つかっている。地域の中心都市だったと思われるが、EB
期の層からは粘土板文書はみつかっておらず、テル・ビアとテル・ガーネム・アル・アリなど中
規模集落との関係はよく分かっていない。テル・ビアは EB 期の後半（IVa 期）に一旦破壊を受
けるが、都市としては MB 期まで存続する。
　一方台地上には、広範囲にわたって夥しい数の EB 期のケルン墓、シャフト墓、石室墓などが
形成されている。ほとんどが盗掘を受けているが、これらの墓を作ったのは誰だったのか、日本
隊とドイツ隊との間で議論が交わされた。台地の奥の墓域（アブ・ハマド、Abu Hamad）を発
掘したヤン・マイヤーらは、台地上の墓は遊牧民のものだと考えているが（Meyer 2010）、台地
縁辺部の墓群（ワディ・ダバア Wadi Daba’a、ワディ・シャッブート Wadi Shabbout など）を
発掘している久米正吾らは、集落民も台地上に墓地を造っていたと主張する（Numoto and 
Kume 2010）。同時に久米は、当時の人々を遊牧民と集落民に二分する考え方に疑問を呈してい
る。長谷川も、テル・ガーネム・アル・アリとアブ・ハマドに共通して出土している特殊な土偶
から、両者の間に強い関連性があったと論じている（長谷川 2009）。
　次に述べる植物遺存体の分析結果からも、テルに住んでいた人々が、台地上のステップ地帯を
利用していたことが伺える。さらに図４にあるように、台地上の墓の分布と河川低地の集落遺
跡・ワディの位置関係から、台地を利用するに当たって、ワディが各集落の利用境界線の役目を
果たしていたことが指摘されている（Nishiaki 2010）。
４．分析の手順
４. １　サンプリング
　筆者は2007年～ 2010年にかけて、テル・ガーネム・アル・アリの発掘に参加し、第１～第８
の発掘区で合計80点以上の土壌サンプルを採取した。本稿で扱うのは、１）第１発掘区と、２）
第２発掘区のサンプル、合計48点である。
　１）第１発掘区は10m ×10m で、建築プランを知る目的でテル北東部に設置され、日干しレ
ンガと石材を用いた住居址と思われる方形複室遺構が多数発見された。土器の様相から、第２発
掘区のフェイス３に相当すると考えられている。植物分析用の土壌サンプルは、住居の覆土や炉
の周辺などから採取した。本発掘区で採取した土壌サンプルの中で、本稿で扱うのは12点（約92
リットル）である。
　２）第２発掘区は前述のステップトレンチで、遺跡の層位を把握するため、比較的傾斜の強い
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テル北部に南北方向に設けられた。住居址や灰層などから、フェイズ３では11点（約98リット
ル）、フェイズ２では19点（約175リットル）、フェイズ１では６点（約55リットル）の土壌サン
プルを採取した。本稿では36点全てを扱う（Akashi 2011）。
４. ２　フローテーション・同定作業
　採取した土壌サンプルは、土嚢袋に入れて近く
の村に運び、フローテーション処理を行った。丹
野研一氏の作成したフローテーションタンク（図
５）で、約0.3ミリメッシュのフルイと水道水を
用いて炭化物を回収した。炭化物は乾燥させたあ
と、 日本へ持ち帰って実体顕微鏡（SMZ1500, 
Nikon）下で観察し、同定・カウントを行った。
５．栽培植物からみた農耕
　第１・第２発掘区の双方で、３フェイズを通して最も多く検出されたのは、オオムギ
（Hordeum vulgare）で、全栽培植物の70 ～ 80% を占めている（図６）。オオムギは他の EB 遺跡
においても最も顕著に出土する穀物であり、テル・ガーネム・アル・アリでもオオムギ中心の農
耕が行われていたことが推測される。現代ではオオムギのパンは「貧者のパン」などと呼ばれる
こともあるが、コムギより乾燥や塩害に強いとされ、西アジア全域において EB までにはそれま
で主流だったコムギに代わって主要作物となった。
　オオムギ以外の作物では、少量の皮生コムギ（Triticum sp.）、レンズマメ（Lens sp.）、グラ
スマメ（Lathyrus sp.）、大量のブドウ種子（Vitis vinifera）などが見つかった。コムギはオオム
ギに比べて非常にわずかなため、テル・ガーネム・アル・アリでは独立した作物ではなかったの
かもしれない。
　栽培マメ類がどの程度の役割を持っていたのかについては、本資料から論じるのは難しい。テ
ル・ガーネム・アル・アリでは散発的にしか出土していないが、アサド湖上流のテル・エッ・ス
ウェイハト遺跡（Tell es-Sweyhat）では貯蔵されたグラスマメも出土しており、マメ類が一定
の重要性をもつ作物であったことを示している。（Miller 1997; van Zeist and Bakker-Heeres 
1985/86）。ただしテル・ガーネム・アル・アリでマメ類が少ないのは、利用法の違いなどから穀
物に比べて火を受ける機会が少なく、そのために残存しなかったという可能性はある。
　ブドウは、シリアでは EB 期までには栽培化されていたことが確実視されている。西シリアの
サラミーエに近いテル・ラウダ遺跡（Tell Rawda）では、灌漑によりブドウやオリーブの栽培
を行っていたという（Braemer et al. 2010）。ユーフラテス川流域でもブドウはすでに一般的な
図５　フローテーション装置  遺跡の番人の家にて
シリア前期青銅器時代のテル・ガーネム・アル・ アリ遺跡におけるステップ利用の拡大 89
果物となっていて、他の同時期遺跡からも多く出土している。ブドウはテル・ガーネム・アル・
アリで唯一の果樹類であり、フェイズ１、２ではほとんど見られないが、フェイズ３になると多
数のブドウ種子が出土する。この遺跡で灌漑があったことを示す証拠は見つかっていないが、ブ
ドウ栽培に関しては特に水分条件の良い土壌を選んで植えるなどの注意は必要としたと思われる。
　オオムギ主体の農耕は、多くの同時期遺跡と共通する特徴である。テル周辺の河川低地を畑と
して、乾燥に強いオオムギを天水で栽培していたと考えられる。しかし、オオムギ以外の作物が
ごく散発的にしか出土しないのは、やはり降水量の少なさを反映しているのかもしれない。植物
遺存体のデータが発表されている EB 期の遺跡のうち、テル・ガーネム・アル・アリに最も距離
的・気候的に近いのはエマル遺跡である。サンプル数が違うため一概に比較はできないが、エマ
ル遺跡でもコムギやマメ類の数はオオムギの１% に満たず、テル・ガーネム・アル・アリと似た
様相を示す（Riehl 2010）。その一方、年降水量400㎜を超えるハブール川上流のテル・モザン遺
跡（Tell Mozan）やトルコのアルスラン・テペ遺跡（Arslan Tepe）などでは、オオムギや皮性
コムギよりさらに多く水を必要とする裸性コムギも栽培植物の一画を占めている（McCorriston 
1995; Riehl 2000; Sadori et al. 2006）。このような栽培植物の違いから、降水量は栽培植物の種類
の大きな制限要因であったと推定できる。
６．野生植物からみた牧畜
　次に、テル・ガーネム・アル・アリの野生植物の構成から、牧畜についても考察を試みる。本
遺跡では20科40種を超える野生植物が同定されている。このような野生植物が集落に持ちこまれ
るルートには、食料、飼料、燃料などとして人為的に採集された植物、作物に混ざって持ち込ま
れた畑の雑草、また糞燃料に由来する種子、という主に３つが考えられる。西アジアのような乾
燥地帯では、現在でも家畜の糞がしばしば燃料として使われる。ナオミ・ミラーは、出土する野
生植物の多くはこの糞燃料に由来すること、そして炭化材量に対する野生植物の比率は糞燃料へ
の依存度を示していることを指摘した（Miller 1984）。テル・ガーネム・アル・アリでも糞石の
欠片らしきものがわずかながら出土すること、炭化材が比較的少ないこと、元来木材に乏しい環
境であることから、糞燃料が重要な燃料だったと推測される。
　テル・ガーネム・アル・アリで出土した動物骨（図８）は、ほとんどがヒツジ・ヤギで、その
他ウシやロバ、野生動物としてガゼルなどがある（Hongo et al. 2010）。魚骨は発掘現場でもフ
ローテーションでもほとんど検出されず、川の恵みをどの程度利用していたのかは不明である。
　図７は、テル・ガーネム・アル・アリ出土の野生植物をフェイズごとに表したものである。属
レベルでは非常に多種に及ぶため、科（Familly）でまとめて示すことにする。
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図６　テル・ガーネム・アル・アリ出土の栽培植物
図７　テル・ガーネム・アル・アリ出土の野生植物
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　この遺跡の野生植物に特徴的なのは、アカザ科（Chenopodiaceae）植物が突出して多いことで
ある。特にハマアカザ（Atriplex sp.）631点とマツナ（Suaeda sp.）3452点が灰溜や住居覆土から
のサンプルの一部に集中して見つかった。このような集中と数の多さは人為的な採集を示唆して
いるが、同時期のスウェイハト遺跡やエマル遺跡では、テル・ガーネム・アル・アリとよく似た
植生にも関わらず、両属の遺存体はほとんど出土していない。テル・ガーネム・アル・アリでは、
これらの植物を集約的に利用していたことが伺える。
　イネ科（Poaceae）の雑草類も、３フェイズを通して多く見つかった。ネズミコムギ属
（Lolium sp.）、タルホコムギ属（Aegilops sp.）、スズメノチャヒキ属（Bromus sp.）などは、ム
ギ畑によく随件する雑草である。
　次に、特に第１発掘区で多かった Astragalus sp. や Torigonella sp. といったマメ科（Fabaceae）
のクローバーの仲間や、同じくマメ科のプロソピス（Prosopis sp.）の実（破片）も多数出土し
た。特にプロソピス属は、ムギ類の収穫期とは結実時季が全く異なることから、雑草とは考えに
くい。従って、しばしばプロソピス属と共伴する Astragalus sp. や Torigonella sp. も雑草ではな
く、家畜の糞燃料に由来すると考えることができる（赤司 2009）。
　続いてツルナ科（Aizoaceae）の Aizoon sp. が挙げられる。やはり乾燥地に生える多肉質
の植物で、やはり糞燃料に由来すると推定できる。他にムラサキ科（Boraginaceae）、タデ科
（Polygonaceae）、アカネ科（Rubiaceae）、アオイ科（Malvaceae）、ナデシコ科（Caryophillaceae）、
カヤツリグサ科（Cyperaceae）などの種子が見つかった。ムラサキ科の種子は、炭化しなくて
も遺存する性質から最近の試料汚染を考慮しなくてはならないが、しばしば種子の内部から炭化
した内容物が見つかるため、多くは遺跡居住期のものと考えてよいだろう。
図８　テル・ガーネム・アル・アリ出土の動物骨（Hongo et al. 2010）
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　ハマアカザ属（図９）やマツナ属などのアカ
ザ科植物は乾燥にも塩分にも強いことから、近
年乾燥地帯の飼料作物として注目され始めた植
物である（Otal et al. 2010）。ハマアカザ属は
ステップや畑、撹乱土壌によく生え、マツナ属
は 砂 質 の 塩 性 土 壌 を 好 む（Davis 1967）。 テ
ル・ガーネム・アル・アリでも、飼料として人
為的に採集・保管していた可能性が高い。また
動物は塩分を好むため、付近の塩性土壌に生え
ていたアカザ科を食べた家畜の糞が、集落で燃
料として利用され、炭化物として遺存したとい
う可能性もある。アカザ科の大量出土例として
は、他にハブール川上流のアティジ遺跡（Tell 
’Atij）と、アサド湖上流のセレンカヒエ遺跡
（Tell Slenkahiye）の２つが挙げられ、テル・
ガーネム・アル・アリが３例目である。アティ
ジ遺跡ではハマアカザ属が929点（野性植物は
5824点 ） 出 土 し て い る（McCorriston 1995）。
セレンカヒエ遺跡でも、マツナ属4585点（野性
植 物 は 約16400点 ） が 報 告 さ れ て い る（van 
Zeist and Bakker-Heeres 1985/86）。
　しかし、テル・ガーネム・アル・アリでは、
アカザ科は時期が下るにつれて次第に減少する
傾向があり、反比例して増加するのがマメ科の
Trigonella/Astragalus（図10）である。両属の
中には畑の雑草として生える種もあるが、多く
はステップ性の植物とされている。「この地域
では出土野性植物の多くが糞燃料に由来する」
というミラー（Miller 1984）の見解に立てば、
野生植物の割合の変化は、家畜の飼料もしくは
放牧地の変化を反映していると解釈できる。
フェイズ１では、おそらく集落近辺の塩性土壌
に生えていたハマアカザ属やマツナ属を重要な
図 9　 TGA 出土のハマアカザ 
（Atriplex. タテ約４－ 4.5㎜）
図 10　 同 Trigonella/Astragalus 
（長さ約１㎜）
図 11　台地上のワディ
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飼料としていたが、時期が下るにつれ、台地上のステップの利用が増大したと考えられる。畑は
主に河川低地上にあったと想定されるが、台地上でもワディ沿いや湧水地などの水分条件が比較
的良い立地を選んで畑を作っていた可能性は否定できない。それでも出土野生植物の種類や台地
上の多数の墓の存在から、ステップの利用は放牧と墓地の造営が中心だったと思われる。
　ユーフラテス中流域における青銅器時代の土地利用については、トニー・ウィルキンソンがス
ウェイハト遺跡で行った詳細なサーヴェイに基づく研究がよく知られている（Wilkinson 2004）。
彼は遺跡の周囲をくまなく表採し、土器片の分布範囲とその密度を特定した。その結果から、土
器片を肥料（家畜の糞）のコンテナとして使われたと想定し、その分布範囲を畑の範囲と考えた。
そして、当時の農耕は農地を出来る限り広げ、施肥と休閑を取り入れることで、最小労働力で最
大収量を得るという戦略を取っていたと結論付けた。この研究はスウェイハト遺跡の水に乏しい
立地環境などから考えても説得力があるが、肥料をわざわざ重い土器に入れて運んだとする仮定
には疑問が生じる。運搬には籠や革袋の方が効率的であるし、家畜を直接畑に連れて行けばそも
そも運ぶ手間も省ける。むしろ筆者はこれらの土器片が、家畜の放牧や野草採集の際に遺棄され
た生活具の類である可能性の方が高いと考えている。
７．結論
　テル・ガーネム・アル・アリの辺りの年降水量は、200㎜をやや下回っており、灌漑の存在を
示す証拠も見つかっていないことから、農耕だけで集落全体を維持するための安定した食料を確
保するのは、困難だったと思われる。このような環境的僻地では、放牧のために台地上も広く利
用していたことは容易に想像がつく。特にフェイズ３に向けてステップ性の植物（Trigonella/
Astragalus）が増加するという現象は、次第に台地上のステップの利用がインテンシブになって
いったことを表している。現代のシリアでも、村人の一部が数日間の放牧に出かけることは珍し
くない。EB 期でも同様に、遠方への放牧が行われていたとしてもおかしくはない。
　ただしこの現象は、必ずしも農耕に比べ牧畜をより重視するようになったことを示唆するわけ
ではない。オオムギはフェイズ３でも依然として栽培されているし、ブドウが多数出土し始める
のもフェイズ３になってからである。おそらくテル・ガーネム・アル・アリの人々は、食料確保
の選択肢を増やすことで不安定な社会や環境に適応しようとしていたのではないだろうか。農耕
と牧畜のどちらかではなく両方に足を置いて、その年の降水量や気温などによりフレキシブルに
重点を変化させていたように思える。都市住民にとっては、定住生活を捨てることはそう簡単で
はない。しかしテル・ガーネム・アル・アリの人々は、そのフレキシビリティを強みとし、３千
年紀末にも速やかに遊動生活にシフトすることで、「崩壊」と呼ばれる社会の不安定化に対応す
ることができたと考えられる。
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